
2) LLih用時には貸出カー ドに必要事項を記入する｡

2. 参考図番その他禁帯出扱いの図書は貸出さない.

3. 借用中の資料は転貸してはならない｡

4. 再手続きをすることにより貸出期限の延長ができ

る｡ただし,他に借用希望者がある時は,そちらを

使先する.

5.LLir.m役の図番は返却台に返却する｡

Ⅳ.総点検および長期貸出

1. 位年1回図番の総点検を行なうoこの時は,貸出親

限内外を問わず,すべての図書を返却する0

2.総点枚期間中,原則として図書室は体重とする0

3. 図日委Ll会により研究室等への備えつ卵 キ認められ

た図智は,長籾貸出扱いとする｡長期貸出期間は1

年で,正絹貸出扱いの更新は総点枚時に行なう｡

Y.そ の 他
1. 資料を紛失したり汚損した場合は,代本または相当

の代金で揃わなければならない｡

2. 倍用資料を期日までに返却しないものは,以後の貸

出を一定期間仲止されることがある｡

資 料

研究所創立以来9年が経過し,その胤 当研究所およ

び所内研究者の保イけ る骨格標本等の史料も,充分とは

言えないまでも苔むほ れてきた.資料委員会は,それら

の充料の実体を把捉 ･私心ほして,所内研究者および共同

利用研究者等による多FT3的能率的な利用システムを作る

ことを日的とし,本年4月にアンケー トによる調査を行

なった｡結果を下記に示したが,本年度中にfi料台帳を

作製し,一層能率的な利用を計ることを予定している｡

現生盗品類 :

骨格標本 200点

WI符は本 910点

ハク出接木 50点

舷tLll体舷梯本 390点

絞ili内臓標本 180点

TJ･l'l斑料 5,000点

現生pIB乳湖その他 (延長効を除く) :

冊格は本 190点

琉fi梯本 字,170点

火位松本 400点

ハク出接木 330点

絞出桜本 30点

群生虫標本 30点

'蚊類標本 500点

哨乳類化石 :

人数標本 70点

鵬乳類 (人類を除く) 1,100点

植物資料 :

胎韮標本 400点

植物標本 800点 `

人類生活史料 :

道具 20点

以上

5.研 究 活 動

形態基礎研究部門

近藤四郎 ･岩本光雄

岡田守彦･渡辺 故

研 究 概 要

1) 霊長類の姿勢およびロコモーションの比較生粗描学

的研究1)

近藤四郎 ･岡田守彦 ･早川的治2)

扱能形態学的紐点から現生霊長類のlocomotoradap-

tationを明らかにすることを目的として,ここ数年来,

調教された数種のサル類の'歩行道動の生械梢学的特性を

しらべている｡本年度は,さらに歩行のメカニクスをよ

り深く理解するために,サルの休型と渉容をモデル化

し,運動学的データを入力とする計好機シミュレーショ

ンを行なった｡これまでのところ,ヒト,チンパンジー,

ニホンザルの二足歩行について結果が得られているが,

シミュレーション出力データと実測による運動力学的デ

ータはよく一致しており,シミュレーションが渉行の生

機構学的解析にきわめて有効であることがわかった (こ

れらの結果の-王制ま共同研究者により節6回国際出品朗
学会において発表の予定)｡

2) 志賀高原生息ニホンザルの寒冷適応に関する研究3)

近藤四郎 ･岩本光雄

岡田守彦 ･波辺 叡

昨年度の志斑A群の総合捕独調査にひきつづいて50年

7月に志賀C群の捕独調査に参加し,生体計机 皮脂Pi.

X線,毛皇良,寒冷血管反応などについてしらべた｡今

回は描穫頭数が少なかったので,C群については韮ねて
捕猛調査が計画されている.

1) 石田英夫 (京大 ･理) ･木村焚 (帝京大 ･医)山

崎信寿 (慶応大 ･エ ･大学院生)との共同研究

2) 文部技官

3) 上信越ニホンザル総合調査 (代袈大沢済)の一環
として行なわれた｡

- 8-



3)旧世界ザル,帖にマカクに凹する形だ人勧学的研究
出 水 光 雄

前年にひ卓つづき,ニホンザル古竹ならびに現生ニホ

ンザルに関して研兜をすすめた｡

4) エチオピア[訓こおける,柑こマントヒヒとアヌビス
ヒヒに関する形悠学的研兜

封 水 光 雄

木主題に関する現地調正により,研究用染料を収処し
た｡すなわち,両柿間の混血個体をも含む野生ヒヒ数群

にmする形悠学的は然記録 (写真による記録を含む)に

加え,一m別府矧こより,数十頭のヒヒについて皮膚隆線

系幻札 生休計測ff札 ならびに皮毛サンプルの採取を

行った｡なお,これとは別途に,マントヒヒに加えて,

サバンナモンキー (亜種グリベットモンキー)の,主と

してql韮標本を各200休分あて収袋することができた｡

5) エチオピア国における旧世界ザルの分布に関する研

究

岩 本 光 雄

同行の河合雅雄民ら,ならびに現地におけるラレム･

ベルハヌ民らによる知見を含めて,エチオピアにおける

旧tlt界ザルの分布が,従来いわれている状態とやや趣き

をLTC･にすることを,召1地調査の過程で把粒することがで

きた｡特に,マントヒヒと7ヌビスヒヒとの混血は予想

以上に広地城で生じている可他姓が強く,関係者と協同

で,今後さらに,よりくわしい状況をとらえる予定であ

る｡

6) テナガザル二足歩行のキネシオロジー的研究

岡田守彦 ･早川清治

acrobaticbrachiatorであるテナガザルは二足歩行者

でもある｡昨年度にひきつづき,その二足妙行の運動学

的特性を肪活動を中心に追求している｡本年度は被枚個

体を二流にふやし,歩行速皮とステップ迅yu,肪TEパタ
ンの閃迎をしらべた (その一部は節29回人類民放迎合大

公にて充衣した)｡またブラキェ～シコンについても同

様の分析をすすめるため予m突放を行なった｡

7) サルの休温調節に関する研究1)

岡田守彦･早川清治

これまで共同研究としてすすめられてきた霊長類の比

較温熱生理学的研究の一環として,マントヒヒの高温及

び低温環矧 こおける体温,皮膚温,心拍,代謝塁,振戦

などの生理的反応からみた特異性についてしらべた｡

8) 新ui界ザルの系統学的･形態学的研究

波 辺 毅

1975年10月より1976年3月まで,科学研究貿 (海外学

柿.W光)により,コロンビア俄で調査をおこなった｡今

1)LIPji即 つとの共同研究

回の調充は,コロンビア例アマゾン西田印の分布状況と

Fl料収班を主としておこない,大学や他の研究扱関が所

持している充料 (主にWi冊)の計測もあわせおこなって
きた｡

9) 野外での詔正対のロコモーション様式の比較

波 辺 毅

共同研究者石口とともに正長研で飼育中の7柾のサル

の木登り様式を16mmと8mmのシネフイルムにおさ

め,その速いを分析した｡南米においてもウ-リーモン

キーとカッショククマリンを 8mm シネフイルムに記

録してきた｡

総 説

1) 岩本光雄 (1974):皮膚紋理｡遺伝28:17-21｡

2)岩本光雄 (1975):指腹の皮膚紋理とその生物学的

特徴｡災宕医学18:497-500.

3) 岩木光雄 (1975):ロコモーション (｢霊長類シ))-

ズ｣8)｡蛤床科学11:1025-1031｡

翰 文

1) Rondo.S.andM.Eto(1975):Physicalgrowth

studiesonJapanese･Americanchildrenincom-

parisonwithnativeJapanese.JZBPSylZEhesz.s

Vol1,pp13-45,Univ.TokyoPress,Tokyo.

2) Kodno,S.and冗.KobayasIli(1975):Micro-

evolutionandmodernizationofJapanese.JZBP

SynthcsiSVo12,pp5-14,Univ.'TokyoPress,

Tokyo.

3) Rondo.S.,Y.K6haraandM.Okada(1975)'.

MorpholgicalstatusoftheAinu-Somatometr王c

studyduringadolescence.JZBPSynEhesz'sVo1

2.Uniy.TokyoPress,Tokyo.pp/2251235.

4)Iwamoto,M.(1975):Onaskullofafossil

macaquefromShikimizulimestonequarryin

Shikokudistrict,Japan.Prz'mates,16:83-94.

5) 岩本光雄 (1975):指紋における商状紋隆線の渦巻

き方向について｡人類学雑誌83:191-2020

6)Okada,M.(1975):Quantitaivestudiesonthe

bearingoftheanti一gravitymusclesinhuman

postureswithspecialreferencestoelectromy-

ographicestimationoftheposturalmusleload.

J.Fac.ScL'.Univ.Tokyo(see.V)4:471-530.

7)Okada,MりH.TokuraandS.Rondo(1975):

FingerskintemperatureresponsesduringlCe-

waterimmersioninmacaquemonkeys.InCon-

Eem♪oraTyPT･1'matoZogy.S.Rondo,M.Kawai

andA.Ehara(Eds.)Karger,BaseI.pp.193-

200.
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8)Ishida,H.,T.KimuraandM.Okada(1975):

Patternsofbipedalwalkinglnanthropoidpri-

mates.InPT･OC.Symp.5LhCons.Znt.Primal.

Soc..S.Rondo,M.Kawai.A.EharaandS.

Kawamura(Eds.)JapanSciencePress,Tokyo.

pp.287-300.

9)Tokura.H.,F.Hara,M.Okada,F.Mekataand

W.Ohsawa(1975):Acomparisonofthermo-

regulatoryresponsesintheJapanesemacaque

(MacacafuscaEa)andthecrab-eatingmacaque

(Maracairus)duringcoldexposure.Jab.J.

Physiol.25:147-152.

10)Tokura,HりF.Hara,M.Okada,F.Mekataand

w.ohsAwa(1975):Thermoregulatoryrespon-

sesatvariousambienttemperaturesinsome

primates.In ContcmJ･oTWy Pn'maLoZogy.S.

Kondo.M.KawaiandA.Ehara(Eds.)Karger,

Basel.pp.17ト176.

ll)木村焚 ･岡田守彦･石田英夫 (1975):足底カか ら

みた正長獄の二足ZLl一行｡バイオメカニズム3(バイ

オメカニズム学会編),pp.119-226,東大出版会,

文京｡

報 告 そ の 他

1) 近藤四郎 (1975):霊長類のロコモーションの進化｡

最新医学30:232-236｡
2) 岡田守彦 ･石田英夫(1976):霊長類の二足立位姿勢

と歩行における肪活動｡昭和50年度科研究総合A

｢生理的機能からみたヒトの直立姿勢に関する総合

研究｣報告書,pp.6-loo

学.会 発 表

1) サルとヒトのあいだ

近 藤 四 郎

土木学会昭和50年度全国大会 (1975)

2) Biomechanicalfeaturesofbipedalgaitinhuman

andmonhumanprlmateS.

Okada.M.,班.IsllidaandT.Kimura

5thlnt.Cong.Biomechanics.Jyvaskyla

(1975)

3) テナガザル二足非行の比較運動学的研究

岡田守彦 ･石田英夫 ･木村 賛

卯29回日本人轍学会日本民族学会連合

大会 (1975)

4) テナガザル二足歩行の速度によるちがい

木村 賛 ･岡田守彦 ･石田共実

印29回日本人類学会日本民族学会迎合

大会 (1975)

5)宝島類の二足歩行の力学的解析

山崎信寿 ･木村 貿 ･岡田守彦

罪29回日本人類学全日本民族学会連合

大会 (1975)

6) 志究高原ニホンザルの局所耐寒性

岡田守彦･原 文江

節20回プリマーチス研究会 (1976)｡

神経生理研究部門

久保田 競 ･松放 談-

酒井 正樹･三上 輩允

研 究 概 要

1) 下部側頭回の神経生理学的研究

三上章允･久保田放

下部側頭回は破壊実験により,視覚性の弁別と短期記

憶に関連していることが知られている｡本研究では,破

壊突放で障害の見られた遅延色合せテストを用い,この

部位のニューロン活動を解析している｡さらに,空間的

短期記憶と関連のある前頭前野背外側部のニューロン活

動も記録,下部側頭回のそれと比較している｡

2) 随意退勤時における皮質遊動野ニューロンの細胞内

記録

松村道一 ･久保田㍊

従来,運動野ニューロンの細胞外記録法によって,随

意運動の神経生理学的解析が行なわれて来ているが,本

実験では細胞内記録法を用いる事によって,細胞外記録

では得られないシナプス入力情報の導出を行う｡今回は

ある特定の関節の運動 (手首の屈伸運動)に関係した退

勤野の出力ニューロン(PTN)の膜電位の時間的経過を

解析する｡

3) 前頭菜による述動のコントロールの神経生理学的研

究

浜田生周 ･久保田競

サルの手首の屈伸に対して,その位置の情報を光スポ

ットとして与え,手首の位位の細かな調節を行なわせ

る｡このような退勤を行なっている時の,サルの運動野,

前運動野,前頭前野の細胞の活動を分析することによ

り,各部位の扱能的関連を調べ前頭矧 こよる退助のコン

トロールの扱序を明らかにしていく｡

4) 運動のコントロールにおける左右の段位性について

松 波 謙 一

前年度は左右の手指,腕の筋を主として位う随意遊動

をアカゲザルに行なわせ,運動野ニューロンの同州及び

対側の筋道動への関与を調べた｡この結果を参考 に し

て,左右の腕を同時に使う運動をサルに行なわせ,この

時,左右の大脳皮質を連絡している脳梁線維の役割を明
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